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　The　antibacteria 至activity　ofvariolls 　herb　extr：1cts　agalnst 　Baci〃us 　suhtilis　PGI　219　aIld 　Escherichia　coli

NIHJ　 was 　investigated　by むhe　 paper 　 disk　 meLho ⊂1、　Me1hano 】 ur 　 aceto 匸1e　extracts　 of　cnrryplallt，
strawfiDwer ，　 uc）stmary ，　 and 　 feverfew　 showed 　 antibacterial 　 activity 　 against 　 both　 these 　 bacteria．　 In

parl，icul乱r，　the　antibacterial 　acUvity 　of　the　metha エiol　extract 　of　curryp 正ant　was 　about 　300メig ／90f 　sarnple

against 　B、　subtilis 　and 　80 μg〆g　of　sanlple 　against 　E，　coli　corresponding 　to　sむrepto 皿 ycin，　and 　of　costmary

陥 sabout 　240μg／g　of 　sample 　against 　E．ω π corresponding 　to　Streptomycin ．　These　herbs 宙hich　belong

tQ　the　ム「etichr ）
：sum 　genlls　arld 　Ch厂｝

’santhemua 「n　墓enlls 　（ユf　ComP 〔♪siLae 　see【【ted 　to　coI ／tain　stl
幽
ong

an 巨bac！，eria ［coInpouIlds ．　Itjs　expected 　l．haしthe　ant ，ibac／terial　 aetivity 　Df　 cTjrt
’
yplant　was 　Ilot　derived

frし）m 　its　cuI
’
ry −like　目av ｛〕r　‘：omP 〔Mlnds ．（：urryplant 　 and 　stra 、idiom

「
er 　also 　sh 〔〕wed 　antibacterial 　 act 重vity

agamst 　 Staph＞，lococc！ls　au 广eus 　K97 −1，　 with 　curryplant 　sho 、vlrlg　the　highest　actlvity 　anlong 　thesc

Cor〔Lpositae 　herbs，
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　1．緒　　言

　近年，消費者 の 健康志向 ・安全志向に よ り，加 工 食

品は低塩 ・低糖化が 要求さ れ ，さ らに防腐剤や 保存料

な どの 添加物 も化学合成品で は な く天然物が好 まれ る

傾向 に あ る，また 最近 で は 食生活 の 豊か さを反映 し，

料理 に繊細 な香味を与えるハ
ー

ブ の 利用が多くみ られ

る．同時 に 芳香療法 （Aromatotherapy ） や ガ ーデ ニ

ン グの 人気 の 影響 もあ り， か つ て は 日本 で 栽培 され て

い なか っ た多種の フ レ ッ シ ュ ハ
ー

ブが出回 り始め，入

手も容易に な っ て い る．

　ハ
ーブ や ス パ イス は昔か ら食品等の腐敗 ・変敗防 止

に利用 されて きた が，か つ て は経験的な利用 に す ぎず，

そ の 抗菌性物質に つ い て 科学的 に解明 され た の は 19

肚紀末
B
以 降で あ る．こ れ ら植物 の 抗菌性 に つ い て は

多 く調 べ ら れ て お り
，
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6：1
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マ ス

ター
ド

H／
な ど，ス パ イ ス 類 の 他 ，主 に シ ソ 科 ハ

ー
ブ に

関 して 報告が ある
1z
．さらに ，茶の カ テ キ ン 類お よび

紅茶の テ ア フ ラ ビ ン 類 の 抗食中毒 菌作用
1：畑

，
ニ ン ニ

ク の 抗 食 中毒 「茉i作用
15．16：

，
ワ サ ビ ・カ ラ シ の 抗 菌作

用
［了Ms ）

，パ プ リカ の 抗酵母作用
iyl，
な どが報告 され て い

る が ，近年 般 に出回 る よ うになっ た新種の ハ ーブ類

につ い て はあまり報告がな い ．本報で は，こ の 新 しい

ハ
ー

ブを含む市販 の ハ
ーブ類，特に キ ク科ハ

ーブ に つ

い て そ の 抗薦活性を比較検討 し，ハ
ー

ブ に よる食品保

存に おけ る新たな可能性を探る こ とを目的 として研究

を行 っ た．
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Table 　1．　 Summary 　of 　t，he　herb　samples 　
’

English　name （Japaneg．　e　name ） Seientific　 name

Compositae

　Chicory （Kikunigana）

　Costmary

　Gurryplant

　 Stevia

　Tansy （Ezoyorl詢ogig 正ku）

　Wormw 〔）od （Nigayomogi）
Geraniaceae

　Wild　geranium 〔Gennoshouko 〕

Labiatae

　Basil（Mebouki）
　 Eau　de　cologne 　mint

　Peppermint （Se正you−hakka）

　PerHla〔A〔）jiso）
　Sage（Sarubia）

　 Thyme

Legurninosae

Grilllson　 cl 。 ver 〔Benibana−ts  ekusa ）

Liliaceae

　 AIQe　vera

　AIQe　perrye （Kidach正一飢 oe ）

　 Chユve （Asatsuki）

　 Sllper　al。 e （Fuyajou）
Malvaceae

　 Blaじk　Illallow

Plantaginaceae

　G   nlnlon 　planta正n （Oobako ）

Saururaceae

　 （Dokudami ）

Umbelliferae

　Coriander （Ko 〔mdoro ）

　Fennet （Uikyou）
　Itahall　parsley

　 Parsley

　Water　dropwort （Seri）

Cichorium加砂伽 ∫ L．

Chrysanth翩 um 　bα1．samita 　L，

H61’chrysum 　angustifoi ’um

Stevia　rebatcdiana 　HEMSL．

Tanace’um 田 ’gare　L．

Arten軍’∫言α α西5腕が置如〃z　L．

G6ranium　thunbergii　SIEB．　et　Zucc．

Ocimum 　basil’czatn　L．

Mentha 　piρerita
‘
Citrata’

Mentha　piperita　L．

Peritla／Futescens　BR［TT ．　var ．　c 厂ispa（THUNB ．）DECN昆，
Salvia　qt7icinalis　L，

Thym “．s　y祕9 α厂is　L．

Trtfotium　incarnatum　L，

Atoe 　vera 　L 、

Aloe　arberescens 　M ［LL．

A”朗珊 ’edebou ダ‘α η   ROEM ．　 et 　SCHIILT．

AlO θ η0 痂1’S

Matレa

Plantago 　asiatica 　L．

Houtt”ynia　cordata 　TIIUNB．

Co 厂如畷 广躍 π sativum 　L．

Foenicu’um 　vu ’gare　MILL．

Petrose伽 躍 η c厂isp翩

Petrosetinum 　crisp ”m （MiエL．）NYM．　ex 　A ．W ．　HILL，

Oenantheゴavanica 〔BL、）Dc．

＊ All　samples 　were 　fres止i　leaves．

　2．材料お よび方法

　（1） 試 　 料

　ハ
ー

ブ類 は市販の フ レ ッ シ ュ ハ ーブ 26種 （Table

1），同様に キ ク科の フ レ ッ シ ュ ハ ーブ 14種 とキ ク科

の ドラ イハ ーブ 6 種 （Table　2）を用 い た．ま た カ レ

ー粉 に含 ま れ る ス パ イ ス 類 の うち，香 りの ス パ イ ス

16種 （「手作 りの カ レ
ー

粉セ ッ ト （香 りの ス パ イ ス ・

辛味 の ス パ イ ス ・色 の ス パ イ ス の セ ッ ト）」：ギ ャ バ ン

ス パ イス   ）（Table　3）を用 い た。

8

　  　試料調製

　1）　 熱水抽出成分

　 フ レ ッ シ ュ ハ ーブ は 試料 1g を洗浄 ・水切 り後細断

し，熱蒸 留水 5　ml を加 え て 10〜15 分 間放置 した後

No ．2 の 濾 紙で 濾過 し た． ドラ イ ハ
ー

ブ お よ び ス パ イ

ス は乳鉢で 磨砕 し， こ の O．ユg に 同様に 熱蒸留水 5
ml を加えて 同時間放置 した 後，　 No．5 の 濾紙 で 濾過 し

た．

（8 ）
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ハ
ーブの Bacittzas　subtilis お よび Escherichia　coli に対す る抗細菌作用

Table　2．　 S  mary 。 f　herb　samples 　belonging 　to　Cornpositae

English　name 〔Japanese　name ） Scientific　name

Fresh　herb

　Artiehoke （Ghousen −azami ）

　Chamomile （Kamitsure）
＊

　Chrysanthemum （Kiku）

　CorIlflower〔Yagurumagiku ）

　Dus取 miUer （Sirotaegiku）

　Feverfew （Natsushirogiku）

　Garland　chrysan しhelnurn（Shungiku）
　Japanese　butterbur〔Fuki）

＊ t

　Mugwort （YoInogi）

　Santolina（Watasugigiku）

　 S旦ver −1ace　vine （Natsuyuki』【azllra）

　Strawflower（Mugi “ varagiku ）

　Yarrow （Seiyou−nokogirisou ）

　Winged 　everlasting （Kaizaiku）

Dried　herb

　 Chamomile

C。  on 　dandelbll（Seiyou−tanpopo〕
＊廓申

　Marigold（Kinsenka）率

　Safflower〔Benibana ）
＊

　 Stevia

　Tarragon

q脚 ra　scolyntus 　L．

Matn
’
earia 　chanomitla 　L．

c切 5翩 hemb”n 脚 厂剃 f跚 RAMAT ．

Centau 厂ea 　cyanus 　1・．

Centau厂ea 　cinera 厂’α L．
Chrysanthemzam　parthenium （L ）P躙 ．

Chrysanthemzam　coronariu 〃ル ．

Petasites／aponicus 　MIQ．

Artemisia　princeps　PAMP．

San’otina 　chamaec ｝
，pari∬ us 　1・．

Polygonum 　aubertii 　HENRY

Helichrysum　bractea鰤 I　W ［LLD，

Achillea　milletfoli ”n ル ．

Ammobium 　alatum 　R ，　BR，

Mat厂icaria　chamomi ”a 　L．
Tara：acum 　oficina ’ε WEBER

Calend“la　oMc ’naiis 　L．

C α 厂 ’加 η 膨 5 ’豌 c ∫o 厂如 ∫ L．

（Table　1）

ん 惚 misia 　dracunculus　L．

＊
　Nower ，　

＃
　stem ，　

＊ ＊ ＊
radix ，

　2）　有機溶媒抽出成分

　フ レ ッ シュ ハ ー
ブ 1g， ドライハ ー

ブお よびス パ イ

ス 0．19 に 各々 メ タ ノール 5m1 を加 え，上記 と同様

に 成分抽出 し た．ア セ ト ン とヘ キ サ ン に よ る抽出 も同

様に試みた．

　（3） 抗菌性評価に用 い た菌株

　Bacillus　 subtilis 　 PCI　219，　 Escherichia　 coli 　 NIHJ
，

お

よ び 当研 究室 で 食 品 よ り分 離 した StaphylOCOCCUS

a “ re ” s　K 　97−1 を抗菌性の試験菌 として 用 い た．

　（4） 試験菌寒天平板の作製

　B．subtilis は Nutrlent　agar 上 （栄研化学）で 37℃，

2 週 間静置培養 を行 っ た後，芽胞細 胞 を遠心 分離

（3，000回転，10分間）に よ り集菌 した．こ れ を滅菌

水 で 1 回洗 浄 した後，再 び 滅菌水に懸濁 して 60℃ で

30 分 間加 熱処理 した もの を接種菌 液 と した．E．　 coli

お よ び S．aureus は Nutrient　broth （栄研化学）で 前培

養 を行 い （37℃，20 時 間， 110往復／分，振盪 幅 5

cm ），こ れ を接種菌液と し た．こ れ ら接種菌液 を生理

食塩 水 で 適 宜 希釈 し，滅菌後 45 〜50℃ に 保 温 し た

Nutrient　agar 　lOm1 とシ ャ
ー

レ （内径 90　mm ）内 で よ

く混合 した後，生菌数 と して B．subtilis は 1．3× 106／

ml
，
　 E．　coli は 8 × 10　「’／ml ，

　 S．　aureus は 10　「’〜IO6／ml と

なる平板 をそれぞれ作製 した．

　  　ペ ーパ ーデ ィ ス ク法に よ る抗菌性の検定

　各試料抽出液にペ ーパ ー
デ ィ ス ク （東洋濾紙，直径

8mm ，薄型 タ イプ）を約 5秒間浸漬 した後，熱水抽

出試料の場合は過剰な溶液を除去する ため
一

旦濾紙 ．ヒ

に置 き （約 2秒間）， 有機溶媒抽出試料 の 場合はデ ィ

ス ク を風乾 させ た後，上記試験菌平板上 に の せ た、そ

の際，同
一

試料の ペ ーパ ーデ ィ ス ク （3 連）は試験菌

平板間の 誤差等を考慮 し て ， 3枚が 別々 の 平板 に分散

す る ように した．本平板 は 37℃ で 20時間静置培養 し

た後，ペ
ー

パ
ー

デ ィ ス ク の 周囲に現れた阻止円
2°
切 直

径を測定 し
， 3枚の 値 の 平均値を求め た．

　（6） 抗生物 質に よ る検量線 の 作成

　ス トレ プ トマ イ シ ン 硫酸塩 （生化学用 ：和光純薬）

を 100，50，25，12．5，6．25ptg／ml に調整し，こ れ ら

を試料と した場合の 阻止円の直径を上記の方法で 求め，

ス トレ プ トマ イ シ ン 濃度 と 阻止円直径 の 関係を検量線

に表 した．ハ
ー

ブお よび ス パ イス の 抗菌活性は，各試

（9 ） 9

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol、52　No．1 （2001）

Tab正e　3．　 Summary 　of　the　spice 　and 　herb 　samples 　in　curr ジ

Erlglish　name 　（Japttnese　name ） Scientific　na 【ne

Leaf

　 Bay 　lallrel〔Gekkeiju）

　 Sage

　 Thyrne

Seed

　 Cardalnorn

　 Coriander

　Cllnlirl　（Uluazeri）
　 Dill

　 Fenl／el

　Feエlugreek （Kor （）ha）

　SIar−anjse （DaiuikyOu）
Bark

　ClnILa【non （Setr。 n −nlkkei ）

Fruit

　A皿spice （Hyal（ 11mi −koshQu）

　Nutmeg （Nlkuzuku）

Peel

　Orarlge　ped
Rad正x

　GarUじ （Ninniku）
Flower （Bud ）

　〔】lo〜re 　　〔（〕h〔♪uji）

Lauru5　nobilis 　L．

〔Table　1）

（Table 　l）

Etettaria（
’
ardamom “m （L．）MATON

（Table　1）

Czamin”m 　cyminum 　L．

Anethum　graレeolens 　L．

（Table　1）

Trigonella／IOenum−9厂aeCt ｛m 　L，

1〃icium　verum 　H ‘）OK ．　F ．

Cinnamθmum 　 verum 　PRESI．．

尸伽 8ηfα 4’o ’c α （L）MERRILL
Myristica，fragrans　Ho疋ITT．

α 躋 イ∫ ‘turantit ‘規 L，

AUium ∫α ”w 焜 L ．

3），zy8 ゴ財覘 arOtnat ゴcum （L．）MERRrLL　et　PERRY

寧
AU 　saInples 　were 　dried　materla ［s．

料の 阻止 円の 大き さ に 相当す る ス トレ プ トマ イ シ ン 濃

度 を検量線 よ り求め，さら に試料 1g あた りに含有 さ

れ る抗菌性物質量 をス トレ プ トマ イシ ン 量に換算 して

評価 し た．

　 3．結 　 果

　（1＞ フ レ ッ シ ュ ハ ーブ の 抗 菌性

　本研究 で は 抗 菌活性 の 評価 に B．subtilis と E．　 coti を

用 い た，結果は Table　4 に示 した とお りで あり， 3連

グ）測定値の 変動は 10％ 以下 で あ っ た．ほ と ん どの ハ

ーブ で B ．subtitis に対 し阻止 円が観察さ れ た が
， 多 く

が不完全阻止円 とな っ た．また熱水抽出成分 の抗菌性

は い ずれ も低か っ たが，メ タ ノール抽出成分 で は チ コ

リ，カ レーブ ラ ン ト， ドクダ ミ な どが B．subtilis に対

して高い 抗菌性 を示 し，特 に カ レー
プ ラ ン トは ス トレ

プ トマ イ シ ン 換算で 約 300μg／g 試 料に 相 当す る抗菌

活性 で あ っ た，また熱水抽出成分 に は E．eoli に対 し

て抗菌性を示す もの は み ら れ な か っ た が ，ゲ ン ノ シ ョ

ウ コ
，

コ ス トマ リー
，

カ レ
ープ ラ ン トの メ タ ノ

ー
ル 抽

出成分は E．coti にも比較 的高 い 抗菌性を示 した．特

にゲ ン ノ シ ョ ウ コ の メ タ ノ
ー

ル抽出液は，ス ト レ プ ト

マ イ シ ン 換算で 約 320　
，
ug ／g 試料 の 抗 菌性物 質を含有

する に相当する効果 を示 した．　 方 ，豊後等
2L〕

はセ リ

科植物の イ タ リ ア ン パ セ リ，セ リ
，

コ リ ア ン ダー
，

フ

ーL ン ネ ル ，タ ラ ゴ ン な どが E．coli 　tこ対 して 抗菌性 を

示 し たと報告 して い る が ， 本研究 で は い ずれ の セ リ科

植物 に も E．coti に 対 す る抗菌性は み られ な か っ た ．

こ れ は 豊後等 の 試料の 調製法が フ レ ッ シ ュ ハ
ーブ をす

り鉢で ペ ー
ス ト状に練 っ た後二 重ガーゼ で 絞 る とい う

もの で あ り，本研究 の 方法 より抽出物の 濃度が 高か っ

た こ と に よ る と考えられ る ．

　本研 究 に お い て，E．　 c頭 に対 して抗菌性 を 示 した ハ

ー
ブの うち コ ス トマ リー

，カ レー
プ ラ ン トの 二 つ がキ

ク科で あっ た こ と，また B，subtilis に 対 し て 比較的高

い 抗 菌性 を 示 した チ コ リ もキ ク科で あ っ た こ とか ら
，

次 に キク科ハ
ー

ブ に つ い て検討を試み た ．

　  　キ ク科 フ レ ッ シ ュ ハ ーブ の 抗菌性

　キ ク科ハ ーブ の 抗菌活性 を Table　5 に 示 した．熱水

ユo （10）
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Table　4．Antibacterial　activities　of　fresh　herbs 　against 　Bac 〃 us 　subtilis 　PCI

219and 　E，scherichia 　coli 　MHJ

Aqueous 　extract Methanol 　extract

Herb
B ．sμ btilisE ．cotiB ，subtitisE ．coli

Cornpositae

　Ghicory

　Costmary

　 Gurryplant

　 Stevia

　Tansy

　 WormWODd

Geraniaceae

　Wi ヨdgeranium

Labiatae

　 Basil

　Eau 　d ∈ cologne 　mint

　Peppermint

　Perilla

　 Sage

　Thynle

Leguminosae

　 Crimson　 clover
Liliaceae

　 Aloe　vera

　Aloe　perrye
　 Ghive

　Super　aloe

Ma 】vaceae

　 Blac】（ mallow

Plantaginaceae

　 Common 　plantail／

Saururaceae

　 Dokudami

Un玉be且ifcrae

Coriander

Ferlr／elIta

玉ian　parsley

ParsleyWater
　dropwort

　 73．5
＜ 31．3
＜ 31．3零

く 31．3

＜ 3L3
　 59．〔1

　 32．5

＜ 3L3

〈 31．3
　 86．5
＜ 31．3＊

く31．3

　43．5
　66．5
く3L3
＜ 3L3

〈 31．3

＜3L3

く 3L3

＜ 31．3
＜3L3
＜31．3
＜ 31．3

　 165

＜ 3L3 ’

297’

＜ 31．3 ＊

　 92．5
　 99．0

107

　 69．5

　 65．5

　 7LO113

〈 31．3’

　 84．O

78．O

70．060

．510067

．O

95．0

72．5

244

12510475

．054
．575

．0

242＋

80．0’

318＊

Antibacterial　a ¢ tMty 　正s　expressed 　by　the　weight 　（，ag ／g　Qf 　sample ）

corresponding 　to　strep しomycin ．°The 　inhibitory　 z   ne 　was 　 elea ．r．一，　 no

inhibil．ory 　z 〔，ne 　al）Peared ．

抽出成分 に は完全阻止円 と な っ た もの は なか っ た が ，

コ ーン フ ラ ワー，シ ロ タ エ ギ ク，カ イザ イ ク ，サ フ ラ

ワーな どに B．subtitis に対する比較的高い 抗菌性が み

られ た．有機溶媒抽 出成分 で は
，

シ ュ ン ギ ク の メ タ ノ

ー
ル 抽出成分 の B．subtilis に 対 す る抗 菌活 「生が ス トレ

プ トマ イ シ ン 換算で 約 140
μg／g 試料 と高い 値 を示 し

た ，ま た コ
ー

ン フ ラ ワー，フ ィ
ーバ ーフ ユ

ー，ス トロ

ーフ ラ ワ ーは E．coti に対 して B．　 subtilis よ りも高い 抗

菌性 を 示 し
，

こ れ ら は 完全 駅止 円で もあ っ た ．特 に コ

ー
ン フ ラ ワ

ー
の メ タ ノ

ー
ル 抽 出成分 は，B．　subtilis に

（11） 1ユ
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Table　 5．Antibaeterial　activities　 of 　herbs 　belo  ing　to　 Compositae　 against

Bacillus　subtiJis 　PCI 　219 　and 　Escherichia　coli　NIHJ

Aqueous 　extract Methanol　extract

Herb
B．subtilisE ．coliB ．Sitbtili5E ．coli

Fresh　herb

　 Artichoke

　 Chamomile

　Ghrysanthemum

　 Corll月o鴨 r

　Dust厂　m 且ler

　 Feverfew

　Garland　chrysanthemum

　 Japanesc　butterbur

　 MugWQrt

　 Santolina

　 Silver−1ace　vine
　 Straw且ower

　 Yarrow

　Winged 　everlasUng

Dried　herbGhamomile

Common 　dandelion

MarigoldSaffLower

SteviaTarragon

　 60．5
　 73．0
　 67．0

　 105
　 104
〈 31．3

　 37．5

　 64．0
＜ 31．3
　 70，0

　68．5
く3ユ．3
　 69．0

　 83，0

　 5Q5

　570

　 625

　840
　510
＜313

　68．5

　66．0
　62，5
く3i．3“

　46，5
　55．0144

　 59．5

　 55．5

　57．5
　85．5
く 31．3 ＊

　61，5
　64．5

く 313

〈 313
＜ 313
　 790
　 315

　430

205’

92．O’

74，0’

Antibacterial　activity　is　expressed 　by　七he　weight 　〔μg！g　of 　sample ）

corresponding 　to　 streptomycin ．虚 The 　inhibitory　zQne 　was 　 clear ．一，　no 　il／止曲 itory
zone 　appeared ．

対 して はほ とん ど抗菌活性を示さず ，
E．　 coti に対 して

極め て 高 い 活 性 （ス トレ プ トマ イ シ ン 換算で 約 200

μg／g 試料）を示すとい う特異的なもの で あっ た．

　（3） 抽出溶媒の検討

　完全阻止円がみ られたキ ク科 ハ ー
ブ 5 種 （コ ス トマ

リ
ー
，カ レー

プ ラ ン ト，フ ィ
ーバ ー

フ ユ
ー，ス テ ビア ，

ス トロ ー
フ ラ ワー）に つ い て

， 熱水 ，
メ タ ノー

ル の 他

ア セ トン お よ び ヘ キサ ン による抗菌性成分 の抽出効果

を検討 した．コ ー
ン フ ラ ワ

ー
に つ い て は試料が入手で

きなか っ たため行わなか っ た．結果は Table　6 の とお

りで あ る．B．　subtilis に対 して は，熱水お よ び ヘ キ サ

ン 抽出 の 場合 に比較 的大 きい 阻止 円がみ ら れ た が多 く

は 不完全阻止円 で あ り， 主 に メ タノ
ー

ル または ア セ ト

ン 抽 出 の 場 合 に 完全 阻止 円がみ られた．また E．coli

に対 して は，い ずれ も有機溶媒抽出の 場合に抗菌性が

み られ た．以 ヒよ り，総括的に メ タ ノール またはアセ

トン 抽 出 の 場合 に最も抗菌性成分 の 抽出効率が 高い こ

とが示 され た ．
一

方 ，
い ずれ もキク科 ム ギ ワ ラ ギ ク属

で ある カ レー
プラ ン トとス トロ

ー
フ ラ ワ

ー
は，メ タ ノ

ー
ル 抽 出の 場合 に B．s”btilis，　 E．　 coti 両方に対 し抗菌

性が高 い 点で 共通 して い た ．

　（4＞ カ レ
ー

ス パ イ ス の 抗菌性

　前項で 用 い た試料 （Table　6） の 中で B ．　subtitis に対

し最 も高い 抗菌性を示 した カ レーブラ ン トは ，カ レ
ー

の香 りを有する ハ ーブ で あ る．本植物 の 抗 菌性がそ の

カ レー様香気成分 に よ る可能性があ ると考え られたた

め，
一

般 的な カ レー
粉 を構成す る ス パ イス類 の うちで

特に香 りに関与する もの の 抗菌性 につ い て 調 べ た．結

果を Table　7 に示 した ．い ずれの ス パ イス で も完全阻

止円はみ ら れ なか っ た が，B，　subtitis に 対 す る抗菌性

は い ずれ も高 く， 特に熱水抽出成分で は ク ミ ン，コ リ

ア ン ダ
ー
，ナ ツ メ グ，ガ

ー
リ ッ ク，フ ェ ネグ リ

ー
ク ，

12 （12）
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Table　6．　Antibacterial　activities　of　herbs 　extracted 　by　various 　solvents

Inhibitory　zone （  ）

Herb Microbe 　 　 　 　 　 　 　 Solvent

Water 　　 Methano 旦　 Acetone 　 　 Hexane

Cost，mary

Curryplant

Feverfew

Stevia

Strawf匡ower

B．suhtilis

E．coti8

，su わtitis

E．co 〃

B．Ls’u〜ンtilis

E，coliB

．s屍htilis

E．c｛冫’iB

．subtilis

E ．co 距

16．1

11．2’

16．6

15．2

16．6

10．5 ＊

1L4 婁

23．9寧

8．8ホ

18．09

．0＊

12．2＊

lL3 ’

8．7’

10．2 “

12，3’

19，2’

8．8’

8．8 ＊

9．2＊

ll．o＊

8，5’

8．7＊

19．78

．6零

ユ8．6＊

8．5’

18．88

．5＊

ユ9．8

8，2掌

8．4申

tThe

　inhibiしory 　zone 　was 　clear ．一、　 no 　in止dbitory　zone 　apPeared ．

オ レ ン ジ ピール に ， 有機溶媒抽出成分 で は ガ ー
リ ッ ク，

オ レ ン ジピー
ル ，シ ナモ ン に高 い 抗菌性がある こ とが

示 され た．こ れ ら の ス パ イ ス 類で は シ ナ モ ン
2 砺 〕

，

ガ ー
リ ッ ク

L5）1fi）

，フ ェ ン ネル
4 ’

，セ ージ
ω

，タ イム
2）
な

どに 抗 菌性が ある こ とがわか っ て お り，また小 川等
22〕

は コ リ ア ン ダー，デ ィ ル ，フ ェ ン ネ ル，セ ージ等の揮

発性成分で ある ジベ ン テ ン （dl一リ モ ネ ン ）に ，お よ

び シ ナ モ ン ，ク ミ ン 等の 揮発性成分で あ る ク ミ ン ア ル

デ ヒ ドに B．subtitis に対する抗菌性が あっ た と報告 し

て い る．

　 しか し本研究で 用 い た 16種の ス パ イス の うち，カ

レ
ー

の香 りに近い 香気 を呈 して い た ク ミ ン ，デ ィ ル，

フ ェ ネグリ
ー

クの 抗菌性 は い ずれ も他の ス パ イス と比

較 して 大差 な く，また こ れ らが E．coti に対 し抗菌 性

を示さ な か っ た こ と
， 不完全阻止 円で あ っ た こ となど

か ら，完全阻止円 を示 し E．coii に対 して も抗菌性 を

有す る カ レ
ー

プ ラ ン トの 抗菌性 は，その カ レ
ー

様香 気

成分に よる もの で はない と推察された．

　（5） S．　aureus 　K　97−1 に対する抗菌性

　S．aureus に対する 5種 の キ ク科ハ ーブの 抗菌性に つ

い て調べ た．ハ ーブ の抽出溶媒は，Table　6 の結果 よ

りB．subtilis
，
　 E．　 coti 両方に対 し抗菌性が 高くか つ 完

全阻止円 を示 した溶媒，すなわち コ ス トマ リ
ー
，フ ィ

ーバ ー
フ ユ

ー
はア セ トン，カ レ

ー
プ ラ ン ト，ス テ ビア ，

ス トロ ー
フ ラ ワーは メ タ ノール と し た．そ の結果 ，

カ

レープ ラ ン ト，ス ト ロ ー
フ ラ ワ ー

に S．aureus に 対 す

る抗菌性が認 め られ た （Table　8）．特に カ レ
ープ ラ ン

トの 抗菌性は高 く，黄色 ブ ドウ球菌に よ る食中毒 の 防

止に も効果的で ある 可能性が示唆され た ．

　4 ．考　 察

　今回用 い た試料の 中で 顕著な抗菌性が観察され た カ

レ
ー

プ ラ ン トとス トロ
ー

フ ラ ワ
ー
，お よび コ ス トマ リ

ーと フ ィ
ーバ ーフ ユ

ーは，それぞれキ ク科ム ギ ワ ラ ギ

ク属，お よ び キ ク科キ ク属で あり，こ の こ とか らキ ク

科の 中で も特に こ れ らの 属 の 植物は強い 抗菌性物質を

有する 可能性がある と考えられ る．キ ク科ハ ーブ の抗

菌性 に つ い て は
，

タ ン ジ ー 〕

，
ワ
ーム ウ ッ ド

Z 〕

，
カ モ

ミ
ー

ル
091 ，

の精油成分で 調べ られ て い るが ，い ずれ も

活性 はそれ ほど高 くな い ．しか し，カ ワ ラ ヨ モ ギ
23｝

に

つ い て は 黄色 ブ ドウ球菌や酵母 ， 真菌 ， 特 にマ イ コ ト

キ シ ン 産生菌の 生育を強 く抑制す る こ とが報告され て

い る．今回調べ た カ レープ ラ ン ト
，

ス ト ロ ー
フ ラ ワー

，

コ ス トマ リ
ー
，フ ィ

ーバ ー
フ ユ

ー
は B．subtitis だけ で

な く E．coli に対す る抗菌性 も示 して お り，さら に カ

レープ ラ ン トは S．aureus に対 し て も高 い 抗 菌性を有

する こ とが明 ら かにな っ た ．本研究で は カ レー
プラ ン

トの 抗菌性に つ い て，そ の カ レ ー様香気成分に よ る も

の で はない 可能性を示唆 したが ，抗菌性物質の 同定に

は 至 らなか っ た ．カ レー
プ ラ ン トの ポ リ フ ェ ノ

ー
ル 類

に つ い て 分離同定した結果で は，カ レ
ー

プ ラ ン ト中 に

は エ ピガ ロ カ テ キ ン ガ レー ト （EGCg ）が比較的多 く

含まれ て い だ
4）．緑茶の 抗菌活性 が その カ テ キ ン 類 ，

特 にカ テ キ ン ガ レー
トや エ ピガ ロ カ テ キ ン ガ レー

トの

よ うな ガ レ
ー

ト基結合体 で 高 い とい う報告
H ）
があ る こ

とか ら，カ レ ープ ラ ン トの抗菌性が EGCg に よ る も

（13） 13

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol，52　No．1 （2〔〕01）

Table 　 7． Antibacterial　activities　of　curry 　spices 　against

Bacillus　subtilis 　PCI 　219 　and 　Escherichia　coti 　NIHJ

Aquec）us 　extract Methanol　extract

Herb
8．suht ゴ”5 　　 El　cO ”　　 β，　 subtilis 　　 E．601 ’

Leaf

　Bay 　laure！

　Sage

　 Tl／yme

Secd

　 Cardamorn

　 C〔｝riander

　 Cumin

　 Di］1

　 Fennel

　 Fenugreek

　 Star−anise

Bark

　 Cinnam〔）n

Fru辻

　Allspiee

　Nutmeg

Peel

　 Orange 　peel

Ra〔hx

　 GarlicFlower

（Bud ）

　 Cbve

805695680

　 7301

，e601

，150
　 790

　 800

　955
　 760

640

 

匚
03

∩
コ

7Q4

910

960

585

770710820

725855750885865780810

1，020

575415

ユ，100

ユ，260

435

Antibac：terial　activity 　is　exprcssed 　by　the　weight 　（μg！g　or

sample ）correspoIlding 　tQ　 streptomycin ，　The 　inhtbitory　zone 　 of

each 　sample 　was 　not 　clear ，一，　no 　illhibitory　zone 　apPeared ．

Table 　8．　 Antibacterial　 activities 　of　ex −

　 　　　　tracts　from　fresh　herbs　against

　　　　　Staphytococcus　aureus 　K　97−1

Herb Antibacterial　activity

Cos匸mary

Curryplant

FeverfewSteviaStraw

且Qwer

251

＜ 25．8

14

Antibacterial　 aetivity 　 is　expressed 　 by　 the

wnight 　（μ91g　of 　sample ）　corre9 ．　ponding　to
strep しomycin ．　The 　inhibitQry 　zone 　was 　cle εしr．
一，no 　inhibitory　zone 　appeared ．

の で あ る 可 能 性 も考 え ら れ た． しか し EGG9 が E．

coli に対 して抗菌性 を示さな い
／’t；

点，お よび EGCg の

抗菌活性が比較的弱 く　（B．subtilis に 対 し最小阻止濃

度 lmg ／ml 理 ， そ の 抗菌活性が カ レ
ー

プ ラ ン ト中 の

EGCg 含有量 と
一一
致 しない 点か ら，カ レ

ー
プ ラ ン ト中

の抗菌性物質は EGCg とは異な る と推察 され る，

　カ レー
プラ ン トは 最近比較的容易 に 入手で きるよう

に な っ た ハ
ー

ブ で あ り，銀緑色 の 細長 い 葉に 金色 の 花

を有す る．そ の カ レ
ー
様の 香 りから料理，食品に カ レ

ーフ レーバ ーを付 与する た め に用 い ら れ る他は ガーデ

ニ ン グ 用 と して の 用途が 主 で あ る．しか し今 回その 高

い 抗菌性が明 らかにな っ た こ とから ，
カ レ

ー
プ ラ ン ト

の さらなる調理 へ の 応用，お よび カ レ
ー

プラ ン ト添加

食品の 保存性に 関する研究が期待され る ．また カ レー

プ ラ ン ト中の抗 菌性物質 につ い て，お よ び今 回検討で

（14）
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きなか っ たキ ク 科 ヤ グ ル マ ギ ク属 の コ
ー

ン フ ラ ワー，

フ ウ ロ ソ ウ科の ゲ ン ノ シ ョ ウ コ の抗菌性物質に つ い て

引 き続き検討を行う予定で ある ．

　5．要　　約

　ハ ーブ お よ び ス パ イ ス 類 の 抗菌性 に つ い て 検討 し
，

以下 の 結果 を得た．

　（D　カ レ
ー

プ ラ ン ト，ス トロ
ー

フ ラ ワ
ー
，コ ス トマ

リ
ー

，
フ ィ

ーバ ー
フ ユ

ー
など ， キク科ム ギ ワ ラギ ク属

お よ び キ ク科 キク属 の 植物 は，B．　subtitis ，　 E．　co 〃 両方

に対 し高い 抗菌性が あ る こ とが示唆さ れ た ．ま た こ れ

ら の 抗菌性成分 は有機溶媒可溶性であ っ た ．

　  　カ レ
ー

プ ラ ン トの 抗 菌性は カ レ
ー
様香気成分 に

よ る もの で は ない 可能性が 示唆され た．
』

　（3）　カ レ ー
プ ラ ン ト，

ス ト ロ
ー

フ ラ ワ ーは S．

aureus に対 して も抗菌性を示し，特に カ レ ープ ラ ン ト

に は高い 抗菌性が 見られ た．
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